
第４１３号

網走教職員組合
〒090-0836

北海道北見市東三輪1丁目83-35

℡0157(31)7551

FAX 0157(31)7559

９月２３日

ほんりゅう網走教組 ２０１４年９月２３日（火）〔毎月1回発行〕

道教組の中央委員会が９月１３日 (土 )に行われ、山本が

網走教組の委員として参加してきました。委員長挨拶では、

安倍政権の破たんについて話がされ、子どもたちが希望

を持って暮らしていくために、学力テストに代表される管

理・競争教育をこれ以上進ませないための取組をしていく

ことが提起されました。

討論では各単組からの提起があり、網走教組は、夏の

合宿研での「特別な支援を要する子をどう理解していくか」

の学習会を行い、それに関わって、子どもたちを受け止め、

信頼関係を作り上げることが今の学校では大切ではない

かという内容の発言をしてきました。

各単組からの発言では、日高からの「沖縄が学力テス

トで大幅得点アップした裏側」の話が特に印象的でした。

沖縄では県教委に文科省から指導官が配置され、学力テ

スト対策が激しく推し進められたそうです。毎月の過去問

の取り組み、点数の報告の義務化、教科指導そっちのけ

での繰り返しドリル学習の推進、時数確保で家庭訪問の

夏休み中実施、２月に行われる平和学習・学芸会の簡素

化、職員会議や打ち合わせを極力行わない、管理統制を

強めるための無言清掃の強制…。その結果、点数は上が

りましたが、子どもたちが荒れ、不登校が増加し、学校の

雰囲気も荒んだものになっているそうです。

今回中央委員会に参加し、オホーツク管内だけでなく、

全道、全国で学校のゆがみが進んでいると感じました。

網走教組が考える「子どもたちにつけたい本当の学力」

を授業で実践していき、子どもたち一人一人が安心して通

える学校づくりを、私たちが進めていくことの大切さを改め

て考えさせられました。 （文責 山本）
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網走教組
中央委員会

２０１４年１０月４日（土）
13：00～

オホーツク木のプラザ

・討議の柱を参考に、
発言の準備をお願
いします。

・参加できない方は、
委任状を届けてくだ
さい。


